
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
、
将
来
の
く

ら
し
や
健
康
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
議
会
で

は
、
前
議
会
に
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
対
策
と
共
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
制
度
改
正

に
つ
い
て
も
提
案
し
ま
し
た
。

高
齢
者
や
子
ど
も
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加

え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
症

化
、
医
療
崩
壊
防
止
の
た
め
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク

の
高
い
高
齢
者
の
個
人
負
担
金

を
無
料
化
、
あ
る
い
は
現
在
の

２
０
０
０
円
か
ら
近
隣
の
明
日

香
村
や
橿
原
市
並
み
の
１
，
５

０
０
円
ま
で
引
き
下
げ
を
。

子
ど
も
の
負
担
金

を
一
律
助
成
、
あ
る
い
は
要
保

護
、
準
要
保
護
家
庭
の
子
ど
も

（
今
年
度
６
３
名
）
の
助
成
・

無
料
化
を
実
施
で
き
な
い
か
求

め
ま
し
た
。

（
回
答
）
要
保

護
、
準
要
保
護

児
童
の
負
担
金

に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
就
学
援

助
金
の
拡
充
を

 
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学

困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
す
る

就
学
援
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

援
助
の
対
象
を
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
家
庭
を
要
保
護
、

要
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

が
認
め
ら
れ
る
家
庭
を
準
要
保

護
と
し
て
い
ま
す
。

準
要
保
護
の
認
定
基
準
や
援

助
費
目
に
つ
い
て
は
、
町
独
自

で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

概
ね
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護

基
準
の
１
．
５
倍
以
内
と
な
っ

て
い
る
現
在
の
認
定
基
準
を
引

き
上
げ
て
対
象
者
を
広
げ
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
援
助
費
目
に
つ
い
て
、

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
学
用
品

費
、
校
外
活
動
費
、

新
入
学
児
童
・
生

徒
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
通
学

用
品
費
、
学
校
給

食
費
以
外
に
も
拡

充
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

（
回
答
）
卒
業
ア

ル
バ
ム
代
等
、
保

護
者
負
担
を
軽
減

す
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

貧
困
の
格
差
が

拡
大
す
る
も
と
で
、

憲
法
２
６
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
、

等
し
く
教
育
を
受

け
る
権
利
、
義
務

教
育
は
こ
れ
を
無

償
と
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
今
ま
さ

に
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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希
望
あ
る
政
治
へ

日
本
共
産
党

７
つ
の
提
案

〇
命
を
守
る
ケ
ア
に
手
厚
く

医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設
へ
の
財
政
支
援
を

〇
働
く
人
を
路
頭
に
迷
わ
せ
な
い
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会

働
く
人
の
権
利
を
守
る
ル
ー
ル
を

〇
思
い
つ
き
で
な
く
科
学
を
尊
重
す
る

科
学
軽
視
で
な
く
、
み
ん
な
が
信
頼
で
き
る
政
治
を

〇
学
び
を
保
障
す
る
社
会

教
員
増
、
少
人
数
学
級
、
学
費
半
減
を

〇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

職
場
や
社
会
、
政
治
で
の
性
差
別
を
な
く
す
。

〇
危
機
に
強
い
経
済

内
需
、
家
計
、
中
小
企
業
、
食
料
自
給
率
向
上
な
ど
を
経
済
政
策
の
軸
に

〇
人
間
の
生
き
る
糧

文
化
・
芸
術
を
大
切
に

文
化
・
芸
術
へ
の
予
算
増

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
。
以

前
、
信
楽
で
陶
板
鍋
を
買
っ

た
こ
と
を
思
い
だ
し
、
焼
き

芋
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で

待
つ
こ
と
１
時
間
、
丸
い
蓋

を
あ
け
た
ら
、
ほ
か
ほ
か
の

焼
き
芋
の
で
き
あ
が
り
。
こ

ん
な
時
間
の
過
ご
し
方
は
、

心
を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
将

来
不
安
や
う
つ
気
分
の
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人

を
見
か
け
た
ら
、
「
声
を
か

け
る
、
具
体
的
に
尋
ね
る
、

傾
聴
す
る
、
安
全
を
確
保
す

る
」
と
い
う
事
に
心
が
け
る

こ
と
を
日
本
自
殺
予
防
学
会

理
事
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
（
新
聞
赤
旗
）
。
支
え
合

い
と
助
け
合
い
の
輪
が
広
が

り
ま
す
よ
う
に
。

新
沢
あ
け
み
議
員
の
一
般
質
問



生
活
保
護
費
の
夏
期
・

冬
期
加
算
の
拡
充
を

夏
場
、
異
常
な
気
温
上
昇
に

よ
っ
て
、
エ
ア
コ
ン
な
し
で
は

命
に
か
か
わ
る
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
外
出
抑
制
の
も

と
夏
期
だ
け
に
限
ら
ず
冬
期
に

も
電
気
代
、
燃
料
代
が
増
え
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
冬
季

加
算
だ
け
と
な
っ
て
い
る
現
状

の
制
度
か
ら
夏
期
・
冬
期
加
算

を
拡
充
す
る
よ
う
、
県
・
国
に

要
望
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
全
国
知
事
会
か
ら
も

要
望
が
あ
り
、
動
向
を
見
守
り

ま
す
。

乳
幼
児
の
使
用
済
み
オ

ム
ツ
を
入
れ
る
無
料
ゴ

ミ
袋
の
配
布
を

毎
日
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
量
は
大
変
多
く
、
紙
お
む
つ

代
は
も
と
よ
り
、
ゴ
ミ
袋
代
も

か
か
り
ま
す
。
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
、
ゴ
ミ
袋
の
無
料

配
布
を
求
め
ま
し
た
。

御
所
市
で
は
平
成
２
６
年
度

に
制
度
が
で
き
、
出
生
時
に
３

０
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ
袋
１
０
０

枚
。
半
年
毎
に
１
６
０
枚
、
１

２
０
枚
、
８
０
枚
、
４
０
枚
と
、

２
歳
未
満
ま
で
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
回
答
）
子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
検
討
し
ま
す
。

介
護
施
設
職
員
の
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、
抗
原
検
査
の

実
施
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
規
模

な
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め

に
、
医
療
機
関
、
保
育
園
、
福

祉
施
設
、
介
護
施
設
な
ど
、
リ

ス
ク
の
高
い
機
関
・
施
設
の
職

員
に
定
期
的
な
検
査
が
必
要
で

す
。
高
齢
者
の
重
症
化
を
考
え

れ
ば
、
少
な
く
と
も
介
護
施
設

で
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
福
祉
・
医
療
職
員
の

検
査
拡
充
を
予
定
し
て
い
る
県

の
動
向
を
見
守
り
ま
す
。

上
水
道
が
普
及
さ
れ
て
な

い
家
庭
へ
も
基
本
料
金
分

の
支
給
を

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
水
道

の
基
本
料
金
分
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
水
道
が
普
及
さ
れ

て
な
い
家
庭
は
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
大
変
不

便
を
さ
れ
て
お
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
支
出
で
、
同
様
の
支
給

を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
再

度
求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
水
道
料
金
の
軽
減
策

な
の
で
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

女
性
や
若
者
が
活
躍
で
き

る
町
に

家
庭
や
地
域
で
の
男
女
の
役

割
の
あ
り
方
、
町
内
企
業
で
の

働
き
方
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
た

ず
ね
ま
し
た
。
も
っ
と
女
性
や

若
者
の
意
見
が
生
か
さ
れ
、
活

躍
の
機
会
が
増
え
る
よ
う
、
女

性
の
地
位
向
上
や
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
女
性
の
就
労
支
援
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
人
権
相
談
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
、
女
性
職
員
の

人
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
・
地
域
で
の
役
割
や
企
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現

状
把
握
や
啓
発
活
動
は
あ
ま
り

で
き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

平成２８年からこの事業が始まり、平成３０年には、

「高取町観光と医療を融合した医療ツーリズム基本計画」

を策定。重粒子線がん治療施設を健幸の森公園に民設民

営で設置し、患者や家族が滞在し観光もできる事業とし

て、現在施設整備事業者の公募に向けた準備をしていま

す。

そこで、９月の決算審査特別委員会で提出された資料に

基づいて、現況をお知らせします。

めざす施設は、奈良県立医科大学重粒子線治療研究セ

ンター、ウェルネスリゾート（宿泊施設）、カフェ等店

舗の誘致で、開院は２０２５年とされています。

今、問題となっていることは、

①公園に医療施設の設置は認められてないため、国家戦

略特区として提案しているが進まない。

②国家戦略特区で認められない場合は開発許可が必要と

なるが、奈良県の開発許可の基準に該当しないことが明

らかになった。

③それぞれの施設につながる道を新たに整備する必要が

でてきた。

現在２つの民間医療法人が事業に関心をもっており、

奈良県立医大の施設としては難しい。

現在の治療技術で整備すれば１５０億円必要となるの

で、採算が取れない。７０億円で整備できる次の技術開

発を待っているが、進んでない。技術開発メーカーは、

住重、東芝である。１人あたりのがん治療費は約３００

万円を想定している。

国外の患者を見込んでいるが、既に大阪に施設があり、

中国や東南アジアにも広がっているということです。。

平成元年１２月２５日の内閣府地方創生推進室と高取

町の会議で、国は「ニーズはどれだけあるのか。どのく

らいの人が来るのか。」プロジェクトが「膨大なので、

整理しないと厳しいでしょう。」など、事業の難しさに

言及しています。

新沢あけみ議員は、「この事業はがん治療の施設誘致

であり、宿泊施設や道路整備など計画の拡大によって町

の財政負担が大幅に増加することが危惧されます。これ

では、破綻した健幸の森公園事業の二の前になりかねま

せん。見通しのない事業を断念すべきです。」と主張し

ています。

重粒子線がん治療施設整備事業の今は？


